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て
共
同
住
宅
１
５
２
戸
、
北

沢
又
２
地
区
（
同
字
台
前
１

ほ
か
）
と
し
て
木
造
２
戸
１

棟
＋
戸
建
70
戸
が
整
備
さ
れ

て
き
た
。
い
ず
れ
も
買
取
型

に
よ
る
。
こ
の
２
地
区
を
合

わ
せ
て
「
北
沢
又
団
地
」
と

し
て
お
り
、
今
回
の
発
注
も

公
告
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
で

は
な
く
北
沢
又
団
地
と
し
て

示
し
て
い
る
。

が
各
10
点
。

　

入
札
は
直
接
提
出
か
郵
便

で
、
郵
便
入
札
は
開
札
日
前

日
午
後
５
時
必
着
。

　
「
野
上
小
塚
工
区
」
は
、

現
道
幅
員
が
５
～
６
㍍
と
狭

く
、
１
・
５
車
線
の
状
態
で

大
型
車
の
す
れ
違
い
が
で
き

な
い
。
計
画
で
は
全
体
延
長

２
２
０
０
㍍
で
、
現
道
南
側

の
国
有
林
を
通
過
す
る
ル
ー

ト
に
Ｂ
Ｐ
化
す
る
。
今
回
発

注
工
事
に
含
ま
れ
る
双
葉
側

の
現
道
か
ら
ト
ン
ネ
ル
に
接

続
す
る
道
路
改
良
工
、
熊
川

に
架
か
る
３
号
橋
の
詳
細
設

計
は
セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
、
小
塚
ト
ン
ネ
ル
詳

細
設
計
は
協
和
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ツ
が
行
っ
た
。
今
年
度
は

郡
山
側
２
号
橋
下
部
工
も
入

札
す
る
予
定
。
同
じ
く
郡
山

側
の
１
号
橋
は
未
定
。

　

県
は
今
年
度
当
初
予
算
で

小
塚
ト
ン
ネ
ル
を
含
む
野
上

小
塚
工
区
工
事
に
限
度
額
71

億
５
０
０
０
万
円
、
期
間
32

年
度
ま
で
の
債
務
負
担
行
為

を
設
定
し
て
い
る
。
小
塚
ト

ン
ネ
ル
の
９
月
発
注
見
通
し

に
お
け
る
概
算
金
額
は
55
億

～
65
億
円
。

　

公
告
は
建
築
、
電
気
、
機

械
の
３
分
割
で
、
い
ず
れ
も

単
体
と
特
定
Ｊ
Ｖ
（
３
者
以

内
）
の
混
合
方
式
。
31
日
午

前
10
時
半
か
ら
順
次
、
見
積

も
り
合
わ
せ
を
行
う
。

　

参
加
資
格
は
全
案
件
、
単

体
と
Ｊ
Ｖ
代
表
構
成
員
が
県

内
本
店
の
各
工
種
（
建
築
、

電
気
設
備
、
暖
冷
房
衛
生
設

備
）
Ａ
等
級
。
Ｊ
Ｖ
そ
の
他

の
構
成
員
は
、
全
国
の
各
工

種
Ａ
、
Ｂ
等
級
と
し
た
。

　

単
体
と
Ｊ
Ｖ
代
表
に
は
、

過
去
15
年
以
内
に
延
べ
１
５

０
０
平
方
㍍
以
上
か
３
階
建

て
以
上
の
新
営
か
大
規
模
改

修
工
事
に
つ
い
て
の
各
工
種

施
工
実
績
を
求
め
る
。

　

施
設
は
Ｗ
造
（
Ｃ
Ｌ
Ｔ
）

３
階
建
て
で
２
棟
60
戸
（
30

戸
×
２
）、
総
延
べ
４
９
３

６
・
４
平
方
㍍
。
工
期
３
３

０
日
間
。設
計
は
共
同
設
計
。

福
島
市
北
沢
又
字
台
前
北
地

内
。

　

発
注
見
通
し
に
お
け
る
概

算
金
額
は
、
建
築
が
19
億
～

24
億
円
、
電
気
が
１
億
３
０

０
０
万
～
１
億
７
０
０
０
万

円
、
機
械
が
１
億
６
０
０
０

万
～
２
億
１
０
０
０
万
円
。

建
築
工
事
は
12
月
県
議
会
に

請
負
契
約
案
を
諮
る
予
定
。

　

北
沢
又
に
は
こ
れ
ま
で
、

北
沢
又
地
区
（
北
沢
又
字
大

和
田
南
１
の
１
ほ
か
）
と
し

　

国
土
交
通
省
は
13
日
、
建

築
物
省
エ
ネ
法
の
施
行
状
況

を
検
証
す
る
「
住
宅
・
建
築

物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能

の
実
態
等
に
関
す
る
研
究

会
」の
第
２
回
会
合
を
開
き
、

住
宅
の
省
エ
ネ
基
準
適
合
率

に
つ
い
て
検
証
し
た
。
同
省

の
27
年
度
調
査
に
よ
る
と
、

住
宅
の
省
エ
ネ
基
準
適
合
率

は
46
％
で
、
小
規
模
な
住
宅

ほ
ど
適
合
率
が
高
い
結
果
が

出
て
い
る
。

　

建
築
物
省
エ
ネ
法
で
は
、

延
べ
２
０
０
０
平
方
㍍
以
上

の
非
住
宅
建
築
物
に
省
エ
ネ

基
準
へ
の
適
合
を
義
務
付
け

た
。
一
方
、
延
べ
３
０
０
平

方
㍍
以
上
の
住
宅
に
つ
い
て

は
、
省
エ
ネ
性
能
の
届
け
出

義
務
を
課
し
て
お
り
、
特
定

行
政
庁
が
基
準
に
適
合
し
な

い
場
合
に
指
示
・
命
令
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
。

　

国
交
省
が
届
け
出
結
果
や

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
、
住
宅

の
省
エ
ネ
基
準
適
合
率
を
調

査
し
た
と
こ
ろ
、
延
べ
２
０

０
０
平
方
㍍
以
上
の
適
合
率

は
36
％
で
、
こ
の
う
ち
外
皮

基
準
の
適
合
率
は
56
％
、
１

次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
準
の
適
合

率
は
42
％
だ
っ
た
。
延
べ
３

０
０
～
２
０
０
０
平
方
㍍
の

住
宅
の
省
エ
ネ
基
準
適
合
率

は
44
％
、
延
べ
３
０
０
平
方

㍍
未
満
は
51
％
だ
っ
た
。

害
公
営
住
宅
整
備
の
代
行
な

ど
、
支
援
の
充
実
強
化
を
図

る
方
針
。

　

内
堀
知
事
は
各
部
局
長
に

対
し
て
「
32
年
度
末
ま
で
、

方
針
に
定
め
た
４
つ
の
視
点

に
沿
っ
て
、
取
り
組
み
を
し

っ
か
り
進
め
て
ほ
し
い
」
と

求
め
た
。

　

環
境
省
福
島
地
方
環
境
事

務
所
は
16
日
、
楢
葉
町
仮
置

場
撤
去
工
事
の
一
般
競
争
を

公
告
し
た
。
申
請
期
限
24
日

正
午
。
31
日
に
開
札
す
る
。

　

参
加
資
格
は
県
内
に
本
・

支
店
、
営
業
所
所
在
の
土
木

工
事
Ｃ
・
Ｄ
等
級
。

　

撤
去
す
る
仮
置
場
面
積
は

約
１
０
０
０
平
方
㍍
。
バ
ッ

ク
ホ
ウ
掘
削
積
み
込
み
・
ダ

ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
運
搬
工
各
８

４
０
立
方
㍍
、
保
護
マ
ッ
ト

撤
去
工
１
９
５
０
平
方
㍍
な

ど
。
工
期
30
年
１
月
26
日
。

　

県
は
16
日
、
県
庁
で
行
財

政
改
革
推
進
本
部
会
議 

＝
写

真
＝  

を
開
き
、
復
興
・
創
生

に
向
け
た
行
財
政
運
営
方
針

を
決
定
し
た
。

　

復
興
・
創
生
の
着
実
な
推

進
に
は
、
行
財
政
運
営
の
明

確
な
方
向
性
を
持
っ
て
対
応

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
行
財
政
運
営
の
基

本
的
考
え
方
を
示
し
た
も

の
。対
象
期
間
は
復
興
・
創
生

期
間
が
終
了
す
る
32
年
度
末

ま
で
。
33
年
度
以
降
も
継
続

し
て
取
り
組
め
る
よ
う
、
新

た
な
行
財
政
改
革
大
綱
の
策

定
を
見
据
え
、
準
備
作
業
を

進
め
る
こ
と
も
明
記
し
た
。

　

復
興
・
創
生
を
着
実
に
進

め
て
い
く
た
め
の
基
本
的
な

考
え
方
と
し
て
は
、
引
き
続

き
①
財
源
と
財
政
健
全
性
の

確
保
②
執
行
体
制
の
強
化
③

市
町
村
と
の
連
携
強
化
―
が

必
要
と
し
た
ほ
か
、
新
た
に

④
効
果
的
な
情
報
発
信
を
加

え
、
４
つ
の
視
点
に
重
点
を

置
い
た
柔
軟
な
行
財
政
運
営

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

　

復
興
財
源
の
確
保
で
は
、

自
主
財
源
や
国
か
ら
の
復
興

財
源
の
ほ
か
、
原
子
力
損
害

賠
償
金
の
確
保
、
歳
入
歳
出

両
面
か
ら
の
徹
底
し
た
精
査

に
取
り
組
む
。

　

市
町
村
と
の
連
携
強
化
で

は
、
各
種
計
画
の
策
定
・
改

定
の
支
援
を
は
じ
め
、
災
害

復
旧
事
業
や
帰
還
者
向
け
災

　

二
十
四
節

気
の
一
つ
、

10
月
の
「
寒

露
」
は
、
秋

分
か
ら
15
日

目
ご
ろ
で
今

年
は
８
日
。

字
面
か
ら
受
け
る
感
じ
は

寒
々
し
い
が
、
山
が
色
づ
き

始
め
虫
の
音
が
聞
こ
え
出

す
、
こ
れ
か
ら
秋
本
番
を
迎

え
る
時
期
に
当
た
る
。
は
ず

だ
が
、
そ
れ
か
ら
１
週
間
し

て
気
候
は
紅
葉
の
時
期
も
飛

び
越
し
一
気
に
晩
秋
の
よ
う

▼
気
の
早
い
コ
ン
ビ
ニ
業
界

な
ど
は
例
年
夏
に
お
で
ん
を

売
り
始
め
て
い
て
、
季
節
の

先
取
り
と
言
え
ば
い
い
が
、

さ
す
が
に
暑
苦
し
い
と
思
え

ば
、
お
で
ん
が
最
も
売
れ
る

の
は
10
、
11
月
ご
ろ
、
寒
く

な
り
始
め
の
季
節
の
変
わ
り

目
な
の
だ
そ
う
。
天
候
が
不

安
定
だ
っ
た
今
年
は
夏
場
の

売
れ
行
き
も
好
調
だ
っ
た
よ

う
だ
が
、
こ
こ
に
来
て
体
感

的
に
も
す
っ
か
り
そ
の
季
節

▼
気
象
と
商
品
の
売
れ
方
に

は
無
論
、
密
接
な
関
係
が
あ

る
の
だ
が
、
鍋
物
は
降
温
商

品
と
い
っ
て
最
低
気
温
が
15

度
以
下
に
な
る
と
売
れ
行
き

が
上
が
る
と
い
う
。
日
本
気

象
協
会
が
出
す
鍋
も
の
指
数

と
い
う
の
も
あ
っ
て
、
こ
ち

ら
は
寒
さ
や
空
気
の
乾
燥
具

合
か
ら
、
食
べ
た
く
な
る
鍋

を
提
案
す
る
も
の
。
ち
な
み

に
16
日
の
本
県
、
指
数
40
で

お
勧
め
は
ふ
ぐ
ち
り
と
豪
華

な
こ
と
▼
以
前
沖
縄
を
旅
行

し
て
聞
い
た
話
だ
が
、
ウ
チ

ナ
ン
チ
ュ
ウ
（
沖
縄
の
人
）

は
ま
こ
と
か
、
気
温
が
18
度

に
下
が
る
と
こ
た
つ
を
出
す

と
か
。
さ
す
が
南
国
、
さ
も

あ
り
な
ん
と
思
い
つ
つ
寒
さ

に
慣
れ
っ
こ
の
北
国
と
い
え

ど
も
、
こ
の
と
こ
ろ
の
急
な

冷
え
込
み
に
、
こ
た
つ
が
恋

し
く
な
っ
た
向
き
も
多
か
ろ

う
。
こ
た
つ
で
鍋
は
魅
惑
的

で
も
一
杯
や
っ
た
後
、
き
ど

こ
ろ
寝
し
て
風
邪
な
ぞ
召
し

ま
せ
ぬ
よ
う
、
皆
さ
ま
く
れ

ぐ
れ
も
ご
用
心
。（
鷲
）

　

Ｃ
Ｌ
Ｔ
工
法
に
よ
る
県
発
注
初
の
復
興
公
営
住
宅
「
北

沢
又
２
」
団
地
建
設
工
事
に
か
か
る
公
募
型
随
意
契
約
が

17
日
、
県
北
建
設
事
務
所
か
ら
公
告
さ
れ
た
。
建
設
を
保

留
し
て
い
た
同
団
地
60
戸
と
い
わ
き
市
磐
崎（
下
湯
長
谷
）

南
工
区
51
戸
に
つ
い
て
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
工
法
を
導
入
す
る
設
計

業
務
の
み
を
進
め
て
い
た
。
８
月
の
新
生
ふ
く
し
ま
復
興

推
進
本
部
会
議
で
、北
沢
又
２
団
地
の
保
留
が
解
除
さ
れ
、

発
注
段
階
と
な
っ
た
。
県
に
よ
る
と
、
壁
、
床
、
天
井
の

構
造
を
Ｃ
Ｌ
Ｔ
工
法
に
よ
る
木
材
で
整
備
し
、
通
常
よ
り

６
～
７
倍
の
木
材
を
利
用
す
る
と
い
う
。
県
内
の
復
興
公

営
住
宅
で
は
こ
の
ほ
か
、
買
取
型
に
よ
り
国
内
最
大
規
模

の
完
全
Ｃ
Ｌ
Ｔ
工
法
に
よ
る
磐
崎
団
地
・
北
工
区
57
戸
が

着
工
し
て
お
り
、
先
進
性
を
取
り
入
れ
た
復
興
の
姿
が
ま

た
一
つ
具
現
化
し
つ
つ
あ
る
。

　

県
は
17
日
、
国
道
２
８
８

号
・
小
塚
ト
ン
ネ
ル
（
仮
称
）

工
事
の
総
合
評
価
・
Ｗ
Ｔ
Ｏ

一
般
競
争
を
公
告
し
た
。
ふ

く
し
ま
復
興
再
生
道
路
と
し

て
バ
イ
パ
ス
（
Ｂ
Ｐ
）
化
を

進
め
て
い
る
野
上
小
塚
工
区

（
大
熊
町
野
上
地
内
２
・
２

㌔
）
の
主
要
構
造
物
。
２
、

３
者
構
成
の
特
定
Ｊ
Ｖ
に
よ

る
入
札
で
、資
格
確
認
申
請
・

技
術
提
案
書
提
出
期
限
11
月

10
日
、
12
月
20
日
午
前
10
時

半
開
札
。
２
月
議
会
に
工
事

請
負
契
約
案
を
上
程
す
る
。

　

工
事
は
、
ト
ン
ネ
ル
工
Ｌ

１
１
２
６
ｍ
×
Ｗ
６
（
７
）

㍍
＝
掘
削（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｍ
工
法
）

１
１
１
８
・
１
㍍
、
覆
工
１

１
２
４
・
６
㍍
、
橋
梁
（
仮

称
・
３
号
橋
）
下
部
工
３
基
、

道
路
改
良
工
１
２
０
・
９
㍍
。

工
期
33
年
３
月
31
日
。

　

対
象
者
は
、
特
定
建
設
業

許
可
（
土
木
一
式
）
の
、
Ｊ

Ｖ
代
表
者
が
経
審
総
合
評
定

値
１
０
０
０
点
以
上
、
Ｊ
Ｖ

代
表
者
外
８
５
０
点
以
上
。

技
術
要
件
と
し
て
Ｊ
Ｖ
代
表

に
、内
空
断
面
積
（
覆
工
後
）

40
平
方
㍍
以
上
で
施
工
延
長

５
０
０
㍍
以
上
の
、
Ｎ
Ａ
Ｔ

Ｍ
工
法
に
よ
る
ト
ン
ネ
ル
掘

削
お
よ
び
覆
工
の
元
請
施
工

実
績
を
条
件
付
け
た
。

　

総
合
評
価
は
加
算
点
最
高

30
点
。
施
工
計
画
が
配
点
10

点
、
技
術
提
案
①
ト
ン
ネ
ル

の
地
山
安
定
に
つ
い
て
の
配

慮
事
項
②
覆
工
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
品
質
確
保
と
耐
久
性
の

向
上
に
つ
い
て
の
配
慮
事
項

　

県
は
17
日
、
国
道
１
１
８

号
・
下
郷
大
橋
（
仮
称
）
上

部
工
工
事
の
総
合
評
価
・
Ｗ

Ｔ
Ｏ
一
般
競
争
を
公
告
し

た
。
事
業
中
の
会
津
縦
貫
南

道
路
４
工
区
・
小
沼
崎
バ
イ

パ
ス
約
１
・
５
㌔
で
、
阿
賀

川
に
架
設
、
田
代
ト
ン
ネ
ル

（
仮
称
）
に
接
続
す
る
長
大

橋
梁
。

　

２
、
３
者
構
成
の
特
定
Ｊ

Ｖ
に
よ
る
入
札
で
、
資
格
確

認
申
請
・
技
術
提
案
書
提
出

期
限
11
月
10
日
、
開
札
は
12

月
20
日
午
前
10
時
、
県
南
会

津
合
同
庁
舎
会
議
室
。
２
月

議
会
で
契
約
案
の
承
認
を
求

め
る
。

　

工
事
は
橋
梁
上
部
工
＝
橋

長
３
４
２
・
５
㍍
×
幅
員
７

（
９
・
５
㍍
）、
Ｒ
Ｃ
固
定
ア

ー
チ
橋
。
工
期
は
３
年
３
月

31
日
。下
郷
町
小
沼
崎
地
内
。

　

ピ
ロ
ン
・
メ
ラ
ン
併
用
工

法
を
採
用
す
る
。
メ
ラ
ン
材

で
鋼
製
ア
ー
チ
を
架
設
、
ピ

ロ
ン
柱
を
橋
台
上
に
構
築

し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
メ
ラ

ン
材
に
巻
き
立
て
張
出
架
設

す
る
。
上
部
工
の
コ
ン
ク
リ

ー
ト
総
数
量
は
約
６
６
０
０

立
方
㍍
。
同
タ
イ
プ
の
橋
梁

で
は
国
内
最
長
級
。
設
計
は

協
和
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
、
発

注
見
通
し
に
お
け
る
概
算
金

額
は
40
～
50
億
円
。

　

対
象
者
は
土
木
一
式
の
特

定
建
設
業
許
可
業
者
で
、
Ｊ

Ｖ
代
表
が
経
営
事
項
審
査
・

土
木
一
式
工
事
（
プ
レ
ス
ト

レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造

物
工
事
）
総
合
評
定
値
１
０

０
０
点
以
上
で
、
支
間
長
１

０
０
㍍
以
上
の
ア
ー
チ
橋
新

設
工
事
の
施
工
実
積
が
必

要
。
代
表
以
外
は
経
審
・
土

木
一
式
８
５
０
点
以
上
。

　

総
合
評
価
は
加
算
点
最
高

30
点
。
内
訳
は
施
工
計
画
10

点
、
技
術
提
案
の
①
上
部
工

の
品
質
確
保
と
耐
久
性
向
上

に
関
す
る
提
案
②
施
工
中
の

安
全
確
保
に
関
す
る
提
案
各

10
点
。

　

県
建
設
業
協
会
の
入
札
制

度
等
研
究
提
案
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
（
Ｗ
Ｇ
、
佐
藤
毅

委
員
長
）
は
16
日
、
福
島
市

の
県
建
設
セ
ン
タ
ー
で
第
８

回
会
合 

＝
写
真
＝  

を
開
い

た
。
各
支
部
で
こ
の
ほ
ど
開

い
た
説
明
会
の
結
果
報
告
を

基
に
、
同
協
会
の
県
入
札
制

度
に
関
す
る
対
応
を
確
認
し

た
ほ
か
、
県
入
札
制
度
等
監

視
委
員
会
の
聴
き
取
り
調
査

に
向
け
て
、
会
員
意
見
の
集

約
作
業
を
行
っ
た
。

　

Ｗ
Ｇ
に
は
委
員
、
オ
ブ
ザ

ー
バ
ー
と
し
て
土
木
技
術
委

員
会
の
森
川
学
委
員
長
、
茅

原
文
和
副
委
員
長
、
建
築
技

術
委
員
会
の
作
山
榮
一
副
委

員
長
ら
が
出
席
し
た
。

　

協
会
で
は
入
札
制
度
の
現

状
の
課
題
を
「
受
注
で
き
る

業
者
と
受
注
で
き
な
い
業
者

の
２
極
化
」「
地
域
の
安
全
・

安
心
を
担
う
業
者
が
受
注
で

き
な
い
」
と
見
て
お
り
、
改

善
に
向
け
て
①
い
の
ち
の
貢

献
度
指
名
競
争
の
一
部
導
入

②
最
低
制
限
価
格
・
低
入
札

価
格
調
査
失
格
基
準
の
引
き

上
げ
③
低
入
札
価
格
調
査
の

厳
格
化
―
に
つ
い
て
要
望
な

ど
の
取
り
組
み
を
強
化
す

る
。

　

指
名
競
争
は
、
全
国
的
に

も
都
道
府
県
の
４
分
の
３
が

導
入
し
て
お
り
、
一
定
の
発

注
規
模
で
の
導
入
に
つ
い

て
、
会
員
か
ら
も
賛
同
す
る

意
見
が
大
半
を
占
め
た
。
最

低
制
限
価
格
・
低
入
札
価
格

調
査
失
格
基
準
は
国
水
準
以

上
へ
の
引
き
上
げ
、
低
入
札

審
査
は
ペ
ナ
ル
テ
ィ
よ
り
も

失
格
を
望
む
意
見
が
多
か
っ

た
。
説
明
会
で
は
、
総
合
評

価
等
で
受
注
企
業
に
偏
り
の

な
い
制
度
設
計
を
求
め
る
声

な
ど
も
あ
っ
た
。

　

監
視
委
員
会
の
今
年
度
調

査
項
目
は
①
総
合
評
価
方
式

②
元
請
・
下
請
関
係
の
適
正

化
対
策
③
電
子
入
札
・
電
子

閲
覧
④
情
報
の
把
握
手
段
⑤

そ
の
他
。
会
員
に
対
し
て
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
多
か
っ

た
意
見
、
緊
急
度
・
重
要
度

が
高
い
意
見
な
ど
を
抽
出
反

映
し
作
成
し
た
調
査
票
案
に

つ
い
て
、
委
員
等
が
協
議
し

た
。
委
員
等
の
意
見
を
踏
ま

え
修
正
し
、
監
視
委
員
会
に

提
出
す
る
。

本社：0242（23）9502
安全
安心
信用
信頼
グリーセス 検索

復
興
公
住

北
沢
又
２
公
告

３
分
割
の
公
募
随
契
県北建設事務所

県発注初のＣＬＴ工法

 

Ｃ
Ｌ
Ｔ
採
用
の
復
興
公
住
・
北
沢
又
の
完
成
予
想
図  

　

県
測
量
設
計
業
協
会
（
児

玉
史
朗
会
長
）
は
13
日
、
福

島
市
の
ホ
テ
ル
辰
巳
屋
で
創

立
50
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀

会
を
開
い
た
。
本
県
の
社
会

資
本
整
備
を
支
え
、
技
術
力

向
上
に
努
め
て
き
た
半
世
紀

の
歩
み
を
振
り
返
り
な
が

ら
、
今
後
一
層
の
発
展
と
、

安
全
安
心
な
県
土
づ
く
り
へ

の
貢
献
を
改
め
て
誓
っ
た
。

　

会
員
と
来
賓
の
勝
瑞
智
章

国
土
交
通
省
土
地
・
建
設
産

業
局
建
設
市
場
整
備
課
企
画

専
門
官
、
大
河
原
聡
県
土
木

部
長
、
山
口
和
典
国
土
地
理

院
東
北
地
方
測
量
部
長
、
野

瀬
操
全
国
測
量
設
計
業
協
会

連
合
会
長
、
遊
佐
久
男
県
議

会
農
林
水
産
委
員
長
、
東
北

各
県
協
会
長
、
関
係
団
体
な

ど
合
わ
せ
て
約
１
０
０
人
が

出
席
し
た
。

　

児
玉
会
長
が
「
公
益
法
人

と
し
て
の
使
命
達
成
と
測
量

設
計
業
の
健
全
な
発
展
を
掲

げ
、
社
会
資
本
整
備
の
技
術

的
パ
ー
ト
ナ
ー
、
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
な
る
べ
く
技
術
力
の

向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、

震
災
時
に
は
い
ち
早
く
対
応

に
当
た
る
な
ど
県
土
の
復

旧
・
復
興
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
き
た
。
50
周

年
を
節
目
に
会
員

一
致
団
結
の
下
、

こ
れ
か
ら
も
測
量

設
計
業
が
担
う
役

割
の
重
要
性
を
再

認
識
し
、
地
域
に

根
ざ
し
た
信
頼
さ

れ
る
も
の
づ
く
り

技
術
者
集
団
を
目

指
し
て
協
会
活
動

を
推
進
し
て
い

く
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
。

　

大
河
原
部
長
、
勝
瑞
専
門

官
、
山
口
部
長
、
野
瀬
会
長

が
祝
辞
を
述
べ
、
震
災
発
生

後
の
会
員
一
丸
と
な
っ
た
取

り
組
み
に
、
改
め
て
謝
意
を

示
す
と
と
も
に
「
県
土
づ
く

り
を
支
え
る
社
会
資
本
の
整

備
や
昨
今
の
異
常
気
象
に
伴

う
自
然
災
害
へ
の
対
応
な
ど

県
民
が
寄
せ
る
期
待
は
大
き

い
。
今
後
と
も
さ
ら
な
る
技

術
の
研
さ
ん
に
努
め
、
安
全

安
心
な
社
会
資
本
整
備
に
一

層
尽
力
し
て
ほ
し
い
」
と
訴

え
た
。

　

席
上
、
功
労
者
に
対
す
る

感
謝
状
贈
呈
が
行
わ
れ
た
。

県
協
会
に
対
し
国
土
交
通
省

土
地
・
建
設
産
業
局
長
感
謝

状
が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、
協
会

創
立
に
尽
力
・
協
会
発
展
に

貢
献
し
た
13
社
と
退
任
役

員
、
特
別
功
労
者
（
初
代
・

３
代
会
長
）
に
会
長
感
謝
状

を
贈
っ
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
小
林

一
前
会
長
が
「
新
た
な
時
代

を
迎
え
る
当
協
会
に
、
一
層

の
支
援
、協
力
を
願
い
た
い
」

と
謝
辞
を
述
べ
た
。

　

来
賓
を
交
え
て
祝
賀
会
を

開
き
、
協
会
の
今
後
一
層
の

発
展
に
向
け
て
決
意
を
新
た

に
し
た
。

　

会
長
感
謝
状
受
賞
者
は
次

の
通
り
。

　

▽
会
社
＝
安
藤
測
量
設
計

事
務
所
、開
成
測
量
設
計
社
、

郡
山
測
量
設
計
社
、
大
進
精

測
、
日
本
技
術
ガ
イ
ド
セ
ン

タ
ー
、
日
本
技
術
設
計
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
、
陸
奥
テ
ッ
ク

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
菊
地
測

量
設
計
、
日
本
精
測
、
コ
ウ

キ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
皆
川

測
量
、東
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

東
日
本
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
▽
個
人
・
退
任
役
員
＝
増

渕
幸
三
（
あ
さ
か
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
）安
孫
子
健
一（
建

設
相
互
測
地
社
）
渡
辺
和
栄

（
建
協
測
量
設
計
）
▽
同
・

特
別
功
労
者
＝
佐
藤
勝
夫

（
日
本
精
測
）
小
林
一
（
コ

ウ
キ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

県測量設計協

信
頼
の
技
術
者
集
団
へ

創
立

周
年

で
記
念
式
典　

半
世
紀
の
歩
み
祝
う

 

創
立
50
周
年
を
祝
っ
た
式
典

（
上
）
と
感
謝
状
を
受
け
る

児
玉
会
長  

２８８号野上小塚工区

２
、３
者
特
定
Ｊ
Ｖ　

12
月
20
日
開
札

Ｗ
Ｔ
Ｏ
で
小
塚
ト
ン
ネ
ル

楢
葉
町
仮
置
場
撤
去

土
木
Ｃ
・
Ｄ
で
公
告

福
島
環
境
事
務
所

復
興
・
創
生
へ
行
財

政
運
営
方
針
を
決
定

４
つ
の
視
点
で
県

県建設業協会

制
度
改
善
の
取
組
強
化

入
札
Ｗ
Ｇ
で
対
応
確
認

　

監
視
委
調
査

意
見
集
約
も

ＪＶ案件で上部工
小沼崎ＢＰの342ｍ長大橋

ピロン・メラン併用工法採用

下

郷

大

橋

省エネ基準

住
宅
の
適
合
率
46
％

国
交
省

研
究
会　

27
年
度
調
査
を
検
証

下
郷
大
橋
イ
メ
ー
ジ
パ
ー
ス


